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９月定例会

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市長提出議案

議案第 1 号 富里市印鑑条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 2 号 令和５年度富里市一般会計補正予算（第５号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 3 号 令和５年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 4 号 令和５年度富里市介護保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号 令和５年度富里市一般会計補正予算（第４号） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

認定第 1 号 令和４年度富里市一般会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １５ ２

認定第 2 号 令和４年度富里市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 3 号 令和４年度富里市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 4 号 令和４年度富里市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 5 号 令和４年度富里市水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

認定第 6 号 令和４年度富里市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分及び決算の認定 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案と議決結果

総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会　決算＝決算審査特別委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数または賛成ゼロ　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

令和４年度各会計
歳入歳出決算を認定

社会教育総務事業等の補正予算を可決。市内小学生
が自ら色付けし、想いを詰め、ペットボトルでイル
ミネーションツリーを作成し、末廣農場と富里北部
コミュニティセンターに設置へ。千葉県誕生１５０
周年を祝うとともに、児童の健全育成を図る。
　９月定例会は、９月１日から９月２８日までの２８日間の会期で開かれました。

　市長から提出された、議案５件、認定６件について、それぞれ原案どおり可決、認定しました。

　なお、９月定例会の一般質問は、会派代表質問が２会派、個人質問は９名の議員が行い、市の諸問題について、

見解を求めました。
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こんにちはとみさと議会です　２２０号

富里自民の会

野　並　慶　光

⒈
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
⑴
「
福
祉
が
暮
ら
し
を
守
る
」
に
つ
い

　
　
て

　
　
ア
．子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

　
　
　
減
に
関
す
る
具
体
的
な
施
策
に
つ

　
　
　
い
て

　
⑵
「
成
田
空
港
と
共
に
成
長
」
に
つ
い

　
　
て

　
⑶
「
次
代
に
魅
力
」
、
次
代
に
つ
な
げ

　
　
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
ア
．公
共
施
設
の
計
画
的
改
修
並
び
に

　
　
　
効
率
的
な
運
用
に
よ
っ
て
実
現
を

　
　
　
目
指
す
本
市
の
施
設
運
営
の
展
望

　
　
　
に
つ
い
て

　
11
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
本
会
議
の
録
画
映
像
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
は
即

日
視
聴
で
き
ま
す
。

一

般

質

問

一

般

質

問
↑議会中継は
　こちらから

会派代表質問

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
２

議
案
に
つ
い
て
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
１
号
　
富
里
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

本
条
例
の
改
正
内
容
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
が
不
慣
れ
な
方
へ
の
対
応
は
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有
者
に
つ
い

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
電

子
証
明
書
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
搭
載
可
能

と
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
な

く
て
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
た
多
機
能
端
末

機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申

請
及
び
交
付
手
続
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
不
慣
れ
な
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
電
子

証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
は
引
き
続
き
存
在
す
る
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
が
不
慣
れ
な
方

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
お

り
、
利
用
者
の
選
択
肢
が
増
え
利
便
性
が
向
上

さ
れ
ま
す
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
３

議
案
に
つ
い
て
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
２
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

問

老
人
福
祉
総
務
事
業
、
２
２
５
７
万
２
０
０
０

円
の
増
額
補
正
の
一
般
停
電
用
予
備
発
電
機
の

仕
様
や
騒
音
に
つ
い
て
は
。

答

緊
急
車
両
等
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
等
、
現
場

環
境
を
踏
ま
え
た
最
大
の
も
の
を
選
定
し
た
。

ま
た
、
近
く
に
い
て
も
会
話
の
で
き
る
程
度
の

騒
音
で
す
。

問

介
護
保
険
支
援
事
業
、
12
万
４
０
０
０
円
の

増
額
補
正
に
つ
い
て
、
事
業
未
実
施
の
理
由
は
。

答

生
計
困
難
者
の
方
が
自
身
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
対
し
サ
ー
ビ
ス
料
を
負
担
で
き
な
い
方
は
い

な
か
っ
た
た
め
返
還
金
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

問

放
課
後
児
童
健
全
育
成
運
営
事
業
、
２
３
６

万
８
０
０
０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
国
・

県
補
助
金
の
内
訳
と
脱
衣
ス
ペ
ー
ス
確
保
等
、

他
児
童
へ
の
配
慮
は
。

答

補
助
率
は
、
国
・
県
そ
れ
ぞ
れ
３
分
の
１
だ

富里バスターミナルを現地調査

議
案
第
２
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

問

旅
券
発
給
申
請
交
付
事
業
、
４
１
３
万
円
の

増
額
補
正
に
つ
い
て
、
旅
券
の
申
請
件
数
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

に
伴
っ
て
、
徐
々
に
申
請
が
増
え
て
き
て
お
り
、

10
年
券
旅
券
は
、
当
初
３
０
０
件
を
予
定
し
て

い
た
が
、
不
足
分
を
２
２
５
件
と
見
込
み
、
合

計
を
５
２
５
件
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
５
年
券

旅
券
は
、
当
初
２
０
０
件
を
予
定
し
て
い
た

が
、
不
足
分
を
１
１
２
件
と
見
込
み
、
合
計
を

３
１
２
件
と
す
る
も
の
で
す
。

問

基
金
事
業
４
億
６
３
０
０
万
円
の
増
額
補
正

に
つ
い
て
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
き
い
金
額
で

あ
り
、こ
の
よ
う
な
剰
余
金
が
発
生
し
た
要
因
は
。

答

歳
出
で
は
、国
の
施
策
と
し
て
実
施
し
た
「
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業
」
ま
た
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
事
業
」
や
「
児
童
手
当
等
給
付
事
業
」
な
ど

の
支
出
額
が
予
算
よ
り
少
な
く
、
歳
出
全
体
で

約
６
億
３
０
０
０
万
円
の
不
用
額
が
生
じ
た
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
、
特
別
交
付
税
、
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
が
予
算
を
約
２
億
９
０
０
０

万
円
上
回
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

問

公
共
交
通
機
関
推
進
事
業
29
万
２
０
０
０
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
富
里
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の
破
損
に
よ
る
修
繕
は
こ
れ

ま
で
何
度
も
実
施
し
て
い
る
が
今
後
の
対
策

は
。

答

防
犯
カ
メ
ラ
を
管
理
し
て
い
る
都
市
計
画
課

と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
駐
車
場
の
方
向
に
向

い
て
い
る
２
台
の
カ
メ
ラ
の
角
度
を
調
整
す
る

な
ど
、
シ
ェ
ル
タ
ー
側
も
映
る
よ
う
対
策
を
強

化
し
ま
す
。

問

す
い
か
の
里
生
産
支
援
事
業
10
万
７
０
０
０

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
栽
培
面
積
の
増
減

と
補
正
の
要
因
は
。

答

令
和
４
年
度
と
の
比
較
で
全
体
面
積
は
約

６
０
０
０
平
米
減
少
し
て
い
る
が
、
栽
培
面
積

を
増
加
し
た
生
産
者
の
方
が
45
名
お
り
、
令
和

４
年
度
と
の
比
較
で
９
名
増
加
し
た
こ
と
か

ら
、
面
積
に
応
じ
た
加
算
額
の
予
算
に
不
足
が

生
じ
た
た
め
、
増
額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

問

公
園
緑
地
管
理
事
業
１
４
４
万
４
０
０
０
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
遊
具
の
修
繕
ま
た
は

撤
去
を
す
る
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答

自
治
会
長
に
連
絡
し
、
使
用
停
止
や
撤
去
に

つ
い
て
の
了
承
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
長
だ
け
の
判

断
で
は
な
く
、
自
治
会
全
体
と
し
て
話
合
い
を

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら

が
、
工
事
請
負
費
は
上
限
が
１
０
０
万
円
で
あ

る
こ
と
か
ら
３
分
の
１
と
し
て
国
・
県
そ
れ
ぞ

れ
33
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
脱

衣
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
、
他
の
児
童
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
は
、
目
隠
し
等
の
配
慮
を
検
討
し
ま

す
。

問

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
支
給
事

業
、
３
９
０
万
円
の
増
額
補
正
は
、
今
後
、
さ

ら
に
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
及
び
家
計
急

変
世
帯
の
増
加
を
見
込
ん
だ
額
で
あ
る
か
。

答

78
人
分
の
増
額
は
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
対

応
で
き
る
児
童
数
の
見
込
み
で
算
定
し
て
い
ま

す
。

問

生
活
保
護
総
務
事
業
、
１
０
１
万
円
の
増
額

補
正
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
内
容
は
。

答

月
次
・
年
次
ご
と
に
国
に
報
告
し
て
い
る
生
活

保
護
の
被
保
護
者
調
査
に
つ
い
て
、
申
請
件
数
や

開
始
件
数
、
廃
止
件
数
等
の
追
加
、
ま
た
、
廃
止

理
由
の
中
で
累
積
金
の
増
加
に
よ
る
廃
止
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
等
の
項
目
が
追
加
と
な
り
ま
す
。

問

社
会
教
育
総
務
事
業
、
２
３
９
万
１
０
０
０

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
作
成
す
る
ツ
リ
ー

の
設
置
や
デ
ザ
イ
ン
は
。

答

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
は
末
廣
農
場
と
富

里
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
、

ツ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
事
業
実
施
主
体
で
あ
る
富
里
市
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
と
調
整
し
ま
す
。

議
案
第
３
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問

一
般
被
保
険
者
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
納
付

事
業
及
び
、
介
護
納
付
金
納
付
事
業
の
減
額
の

要
因
に
つ
い
て
は
。

答

千
葉
県
が
各
項
目
に
つ
い
て
仮
算
定
し
た
金

額
を
本
市
の
当
初
予
算
と
し
、
そ
の
後
、
各
市

町
村
か
ら
給
付
費
の
見
込
み
等
の
情
報
が
千
葉

県
に
集
約
さ
れ
、
再
計
算
後
、
各
市
町
村
に
金

額
が
振
り
分
け
ら
れ
た
結
果
、
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

議
案
第
４
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
や
段
階
別
被
保
険

者
数
の
傾
向
・
割
合
に
つ
い
て
は
。

答

低
所
得
者
保
険
料
軽
減
対
象
の
所
得
段
階
の

設
定
は
、
第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
で
あ

り
、
段
階
別
被
保
険
者
の
数
は
増
加
傾
向
で
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
全
体
に
対
す
る
割
合
と
し
て
、

第
１
段
階
は
約
15
％
、
第
２
段
階
は
６
％
、
第

３
段
階
は
５
％
と
な
り
ま
す
。

浩養すいかキッズクラブを現地調査

行
い
結
論
を
出
す
な
ど
、
自
治
会
に
よ
り
対
応

は
様
々
だ
が
各
自
治
会
の
事
情
等
を
考
慮
し
、

相
談
、
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
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⒈
い
じ
め
に
つ
い
て

　
⑴
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
の

　
　
見
直
し
に
つ
い
て

　
⑵
い
じ
め
に
よ
る
自
死
に
つ
い
て

⒉
誰
も
が
遊
べ
る
公
園
整
備
に
つ
い
て

　
⑴
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の
整
備
に
つ

　
　
い
て

⒊
市
営
墓
地
の
設
置
に
つ
い
て

　
⑴
無
縁
遺
骨
に
つ
い
て
の
市
の
対
応
は
。

⒋
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て

　
⑴
市
営
住
宅
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

　
　
つ
い
て

　
⑵
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
活

　
　
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

⒈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
⑴
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
ト
ラ
ブ
ル
は

　
　
命
と
人
権
に
関
わ
る
重
大
な
事
態
。

　
　
認
識
を
伺
う
。

　
⑵
健
康
保
険
証
廃
止
に
よ
る
市
の
対
応

　
　
に
つ
い
て

⒉
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
⑴
子
供
へ
の
均
等
割
は
現
行
就
学
前
ま

　
　
で
５
割
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
。
拡

　
　
充
の
考
え
は
。

⒊
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

　
⑴
全
職
員
数
の
う
ち
会
計
年
度
任
用
職

　
　
員
の
占
め
る
割
合
は
。

　
⑵
雇
用
の
安
定
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て

⒈
観
光
・
交
流
拠
点
施
設
「
末
廣
農
場
」

　
に
つ
い
て

　
⑴
来
場
者
数
の
推
移
は
。

　
⑵
施
設
全
体
の
収
支
は
ど
の
よ
う
に
な

　
　
っ
て
い
る
か
。

　
⑶
「
交
流
拠
点
」
と
し
て
の
目
標
設
定

　
　
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て

⒉
旧
岩
崎
久
彌
末
廣
農
場
別
邸
公
園
に
つ

　
い
て

　
⑴
来
場
者
数
の
推
移
は
。

　
⑵
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

　
⑶
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
・
実
施
状
況
は
。

　
⑷
来
場
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

　
　
把
握
は
。

⒈
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て

　
⑴
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
ど
の
よ
う
に

　
　
推
進
し
て
い
る
の
か
。

　
⑵
特
定
健
康
診
査
の
重
要
性
を
ど
の
よ

　
　
う
に
捉
え
て
い
る
か
。
　

⒉
本
市
の
教
育
施
策
方
針
に
つ
い
て

　
⑴
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
を
学
校
教

　
　
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

　
　
く
の
か
。

　
⑵
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援

　
　
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
の
支
援
に
つ

　
　
い
て

　
⑶
個
別
指
導
補
助
員
の
配
置
状
況
に
つ

　
　
い
て

⒈
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

　
ン
ス
）
の
現
状
に
つ
い
て

　
⑴
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
体
制
に
つ
い
て

　
⑵
Ｄ
Ｖ
相
談
内
容
に
つ
い
て

　
⑶
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
に
つ
い
て

　
⑷
Ｄ
Ｖ
相
談
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

⒉
公
共
施
設
使
用
許
可
申
請
に
つ
い
て

　
⑴
中
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び
富
里

　
　
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
予
約
に
つ
い
て

⒈
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

　
⑴
人
生
会
議
を
も
っ
と
広
く
市
民
に
普

　
　
及
す
る
工
夫
に
つ
い
て

　
⑵
介
護
事
業
所
の
運
営
が
持
続
可
能
と

　
　
な
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

⒉
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

　
⑴
保
育
所
の
運
営
が
持
続
可
能
と
な
る

　
　
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　
⑵
学
童
保
育
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
確
保
と

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

⒊
救
急
搬
送
の
現
状
に
つ
い
て

　
⑴
救
急
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状

　
　
況
に
つ
い
て

無会派

無会派

柏　崎　のり子

藤　田　　　幹

無会派

無会派

平　岡　真奈美

井　上　　　康

富里自民の会

國　本　正　美

富里自民の会

高　橋　益　枝

公明党

日下部　千　秋

⒈
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

　
に
つ
い
て

　
⑴
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
の
今
後
に
つ
い

　
　
て

⒉
空
き
家
、
空
き
地
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
（
仮
称
）
富
里
市
空
家
等
対
策
協
議

　
　
会
に
つ
い
て

　
⑵
空
き
地
対
策
は
。

⒊
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の

　
認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て

　
⑴
相
談
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

⒋
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
に
つ
い

　
　
て

⒈
新
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
⑴
予
約
方
法
に
つ
い
て

⒉
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

　
⑴
避
難
所
等
に
つ
い
て

　
⑵
富
里
市
災
害
時
等
避
難
行
動
要
支
援

　
　
者
避
難
支
援
計
画
に
つ
い
て

　
　
ア
．障
害
者
支
援
に
つ
い
て

　
　
イ
．高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

⒊
不
登
校
に
つ
い
て

　
⑴
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

　
　
ア
．児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
イ
．保
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
⑵
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
つ

　
　
い
て

⒈
第
２
次
富
里
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

　
進
計
画
に
つ
い
て

　
⑴
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
そ
の

　
　
役
割
に
つ
い
て

　
⑵
実
行
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
ア
．担
い
手
の
発
掘
・
育
成
の
充
実
に

　
　
　
つ
い
て

　
　
イ
．協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情

　
　
　
報
発
信
の
充
実
に
つ
い
て

⒉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
に
つ

　
い
て

　
⑴
今
後
の
制
度
運
用
に
つ
い
て

　
　
ア
．各
学
校
の
特
色
を
出
し
て
い
く
考

　
　
　
え
は
。

富里自民の会

荒　野　峰　之

公明党

杉　山　弘　一

⒈
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

　
⑴
「
行
政
力
の
強
化
」
に
つ
い
て

　
　
ア
．デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

　
　
　
て

　
⑵
「
福
祉
が
暮
ら
し
を
守
る
」
に
つ
い

　
　
て

　
　
ア
．定
住
促
進
に
つ
い
て

　
　
イ
．保
育
人
材
確
保
に
つ
い
て

　
　
ウ
．学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

　
⑶
「
成
田
空
港
と
共
に
成
長
」
に
つ
い

　
　
て

　
⑷
「
地
場
産
業
が
礎
」
に
つ
い
て

　
⑸
「
次
代
に
魅
力
」
に
つ
い
て

　
　
ア
．多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い
て

布　川　好　夫

公明党

会派代表質問個人質問
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再生紙を使用しています

委員長／國本正美　　副委員長／日下部千秋　　委員／岩田克彦、平岡真奈美、関根正之、河田厚子

　議会報を読んで感じたことなど皆様

のご意見をお待ちしております。

　また、議会報は市議会ホームページ

でもご覧いただくことができます。

〒286-0292

富里市七栄 652-1 富里市議会事務局

TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/
category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左の２
次元コードからアクセ
スできます

ご意見・ご感想をお寄せください！ とみさと議会報の発行を
「ＬＩＮＥ」でお知らせ

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、友だち追加
ボタンを押してくだ
さい。

とみさと議会報を配信アプリ
「マチイロ」で配信中！

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、「お住いの地
域」に富里市を登録
してください。

令和４年度富里市各会計歳入歳出決算審査報告（抜粋）� 委員長　國本　正美 決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
　
　
　
　
　

　
委
員
長
　
國
本
正
美
　
　
　
副
委
員
長
　
杉
山
弘
一

　
委
　
員
　
岩
田
克
彦
、
藤
田
幹
、
日
下
部
千
秋
、
関
根
正
之
、
荒
野
峰
之
、
河
田
厚
子

　本決算審査特別委員会は、９月 19 日から 22 日まで
の４日間の日程で、慎重に審査いたしました。
　審査の過程においては、市当局より提出された資料
について、各委員が内容を確認・精査し、活発な議論
を経て適正で効率的な予算の執行について、市当局の
見解をただしました。
　審査の結果、監査委員の意見書のとおり、各会計と
も計数については誤りのないものと認められました。
　今後の予算の執行に際しては、厳しい財政状況のも
と、創意工夫を凝らし引き続き歳入改革に努めるとと
もに、柔軟な事業展開により、市民の期待に応えるた
めの予算執行となるよう、特に次の指摘・要望事項に
ついて適切な措置を期待し、報告といたします。

・　物価高騰により、市民生活に影響が生じている状
況の中、市の歳入の根幹となる市税については、適
正な課税と引き続き丁寧できめ細かい対応により徴
収率向上に努めること。

・　観光・交流拠点施設など観光に関する事業や本市
の基幹産業である農業などにおいて、本市ならでは
の魅力をとみさとファンクラブ運営サイトをはじめ
様々な角度からの情報発信に努めること。

・　児童・生徒の教育機会及び環境の公平性を確保す
るため、本市にふさわしい教育の在り方の検討及び
実施に努めること。また、教育費のさらなる拡充に
努めること。

・　妊産婦及び乳幼児の健康の保持及び増進に関する
包括的な支援を行うことにより、地域の特性に応じ
た妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援の
促進を図ること。

・　包括ケアシステムの整備・充実のための取組や認
知症施策の推進、介護人材の確保、災害や感染症対
策に関わる体制整備を総合的に推進し介護保険制度
の安定的な運営を図ること。

・　経営体育成支援事業など、基幹産業である農業に
関する重要な施策としての醸成を図り、今後も時勢
と地元生産者のニーズに沿った細やかな支援と、適
切な予算執行に努めること。

・　環境への負荷が少ない持続可能な社会の構築に向
け、ごみにしない、ごみにならない工夫を市民に提
案し、さらなるごみ減量・資源化推進に取り組むこ
と。また、資源化による歳入の確保に努めること。

・　少子高齢化など社会動向の変化に応じた持続可能
な公共交通を目指し、新デマンド交通を軸とした地
域の実情に即した公共交通体系の構築に努めるこ
と。

・　給食事業について、食育の推進や給食の内容の充
実、給食管理・運営の充実を図り、引き続き安全・
安心な学校給食の提供に努めること。また、給食費
無償化検討を促進し、地域格差が生じないよう努め
ること。

・　雨水対策、都市基盤整備を図り、企業が進出する
まちづくりを推進し、また、街路整備推進事業につ
いて、良好な市街地形成、災害時の防災力向上、市
民生活の向上、市内経済の発展に資するため、丁寧
かつ迅速な事業進捗に努めること。

・　水道事業について、漏水箇所の早期発見や原因の
究明・改善に努め、引き続き有収率の向上に努める
こと。また、管路の老朽化に伴う更新など、計画的
に対応し、効果的な事業運営及び経営の確保に努め
ること。

　以上のとおり要望を付し、採決の結果、認定第１号
から認定第４号までについては、賛成全員にて、いず
れも原案のとおり認定すべきものと決定しました。ま
た、認定第５号及び認定第６号については、賛成全員
にて、原案のとおり可決及び認定すべきものと決定し
ました。

声
の
議
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
と
み
さ
と
議
会
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
「
声

の
議
会
報
」
と
し
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
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※議場は市役所本庁舎３階です。

※本会議の模様は市民課ロビー（市役所本庁舎１階）のテレビや日吉台出張所のモニター、インターネット（ライブ・録画）で

もご覧いただくことができます。

次回定例会の予定
11/30
12/5
12/6
12/7

本会議（議案上程）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・議案質疑・委員会付託）

12/8
12/11
12/12
12/19

本会議予備日
文教厚生常任委員会
総務建設常任委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。

　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただくか、議会事務局に問い合わせください。

議会の傍聴について
１２月定例会は１１月３０日（木）から開会予定です。


